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 前回に引き続き Sci-Hub (サイハブ)の話である。4月 28日、「誰が海賊版論文をダウンロ
ードしているのか？誰もが」と題する記事が『サイエンス』誌に発表された。著者のジョン・
ボハノンは、同誌で 2013年、多くのオープンアクセス(OA)誌がまともに査読を行っていな
いことを暴露して、議論を巻き起こした人である。 
この記事が特に興味深いのは、Sci-Hubの創設者、アレクサンドラ・エルバキヤンから提
供されたサーバーのログ・データをもとに、Sci-Hub の利用者像を分析していることであ
る。ボハノンは暗号化されたチャット・システムでエルバキヤンと接触し、2015年 9月か
ら 2016年 2月までの 6か月間のデータを公開用に加工したものを譲り受けたとのことで、
実際にそのデータセットが記事に付随するデータとして無料でダウンロードできる。まさ
にオープンデータなのだが、複雑な思いがしないでもない。 
衝撃的だったのは、Sci-Hubの利用者は発展途上国だけでなく、先進国も含めた世界中に
広がっていることである。日本からもかなりのアクセスがある。ちなみにダウンロード数上
位 5カ国は、イラン、中国、インド、ロシア、そして米国である。米国の中では、ニューヨ
ークやシリコン・バレーといった地域のほか、大学や研究所がある小都市からのダウンロー
ドが多い。たとえばトップ 3 に入っているミシガン州イースト・ランシングはミシガン州
立大学の所在地である。ログの傾向から、同大の特定の研究者がテキスト・マイニングのた
め、機械的に大量ダウンロードしているのではないかと推測されている。 
この記事ではさらに、オンラインでのアンケート調査を行っており、その結果が 1 週間
後に発表されている。寄せられた約 11,000 の回答のうち 60%が Sci-Hub 利用者とのこと
で、偏りがあるサンプルではあるのだが、「海賊版論文のダウンロードは悪いことだと思う
か？」という問いに対して 88%が「ノー」と答えている。Sci-Hubを使ったことがない人や
51歳以上の高齢者の間でも、悪いと思わない人が約 8割である。所属機関が購入している
のに Sci-Hubなどで海賊版を入手したことがある人は 37%にのぼる。Sci-Hubを利用する
主な理由としては、「正規版にアクセスできないから」が 51%、「出版社が儲けているのに
抗議するため」が 23%、「便利だから」が 17%となっている。 
正規版が入手できるのに、検索やパスワード入力の手間を嫌って、いわゆるワンストッ
プ・ショップである Sci-Hub を使う人が多いことをうかがわせる数字だが、それほどでも
ないという分析もある。ユトレヒト大学図書館のビアンカ・クレイマーによれば、上記ログ・
データ中のユトレヒトからのダウンロード 2,878件のうち、60%が大学購読誌、15%が OA
誌で入手できる論文だったものの、その数は正規ルートでのダウンロード数（年間で何百万
にもなるとのこと）に比べてはるかに少ない。従って Sci-Hub は、少なくとも西欧の大規
模大学では、既存システムへの脅威にはなっていないとしている。 
Sci-Hubはその後またドメイン名を変えつつ、いまだ健在である。 
